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学位論文等題目 〈論文〉 美術教育における記号と実在 
 〈作品〉 痕 
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格とした。 
博士審査展提出作品「痕」は複数のパネルを横並びに設置した中に描かれた、いわゆる「風景画」であ
る。足尾銅山をモティーフに採った本作品で、作者は営利優先の高度成長期の残滓の一つである銅山に、自
然主義・ポストヒューマニズム・絵画文脈の中での透層・インプリマトゥーラ、といった様々な要素を盛り
込み、絵画作品として鑑賞に耐えうる作品として仕上げている。彼本来の興味の出発点である「写実」とい
うものに強い共感と疑念を持ちつつ制作研究を重ねている様が見え隠れし、興味深い。 
自然主義礼賛と相反する生きて行かねばならない人間社会・そこから生まれるﾎﾟｽﾄヒューマニスム、因果
応報、など自然環境的な課題や哲学的な主題が見え隠れする作品構造などが審査に当たった教員全員の共感
をもって評価され、博士号の取得に値する、という全員一致をもって合格とした。 
 
 
